
甘泉寺境内にあるコウヤマキは、樹
齢600年以上の大木で樹高28m、幹
の周りは6.5mにもなります。国の天然
記念物に指定されてるほか、「新日本
名木百選」にも選ばれています。

甘泉寺のコウヤマキ
かんせんじのこうやまき

新城ICより
約23.9km

お城をモチーフとした資料館。長
篠・設楽原の戦いで長篠城主と
なった奥平氏の居城であった亀山
城跡の模型やその地に暮らした
人々の生活用品が展示されてい
ます。
TEL.0536-37-2269

作手歴史民俗資料館
つくでれきしみんぞくしりょうかん

新城ICより
約23km

日本各地に有力な戦国大名が群雄割拠するこの時代、奥三河には、山家三方衆と呼ばれる土豪がいまし
た。東に今川・武田、西に織田・松平などの有力大名に囲まれたこの地では、自家の存続のため、
めまぐるしく従属関係を変えなければならず、時には親子が敵味方に分かれて戦うことも
ありました。天正3年（1575）、奥平貞昌が徳川氏の家臣として長篠城に入ったこ
とから、歴史は動きだします。その城をめぐって繰り広げられた織田・徳川
連合軍の鉄砲と馬防柵、武田の騎馬隊の戦いは、斬新な戦術を追
求した信長と、伝統的な戦術に秀でた勝頼との激突であ
り、新旧の戦術がこの地で対決しました。この戦い
の勝利の後、奥平家は新城の地に移り城
を築き、新城城主として新城の町
の礎を築きました。

元亀3年（1572年）に奥平氏の監視のため
に武田信玄の重臣馬場美濃守信春が甲州流
の縄張りで、武田軍の最前線基地として築
城。2年後奥平・徳川連合軍の前に自焼陥落
しましたが、名城の面影を今に残しています。

古宮城跡
ふるみやじょうあと

新城ICより
約22.2km
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